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アンテナ放射パターン測定概要 
 

 

 

無線 LAN や携帯電話・各種ｱﾝﾃﾅの放射ﾊﾟﾀｰﾝを、小型電波暗室で高速･自動で測定が可能です。 

 

１．ｱﾝﾃﾅ放射ﾊﾟﾀｰﾝ測定 

６面に吸収帯を施した小型電波暗室により、壁反射のない 

装置からの直接波の放射ﾊﾟﾀｰﾝが測定可能です。 

 

測定周波数帯域： 30ＭＨz～18GHz (18GHz 以上の測定はご相談下さい） 

回転角度分解能： 2°ｽﾃｯﾌﾟ以上 

回転ﾃｰﾌﾞﾙ： φ3ｍ(対荷重 1t) 

受信ｱﾝﾃﾅ高さ： 0.95～2.5ｍ 

 

・専用ｿﾌﾄにより回転角度と受信ﾚﾍﾞﾙの測定を全自動で測定可能。 

Max Hold 測定により変動する送信ﾚﾍﾞﾙにも対応。 

・測定ﾃﾞｰﾀ CSV形式で保存、ｴｸｾﾙにてｸﾞﾗﾌ化により各種測定結果 

の比較やｵﾘｼﾞﾅﾙのﾚﾎﾟｰﾄ作成が容易。 

・SG より信号を入力することでｱﾝﾃﾅ単体の評価も可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ｱﾝﾃﾅﾊｲﾄﾊﾟﾀｰﾝ測定 

装置からの縦方向の放射ﾚﾍﾞﾙを、任意の 1 ﾎﾟｲﾝﾄの角度で 

1～2.5m/1cm 間隔でﾊｲﾄﾊﾟﾀｰﾝの測定が全自動で測定可能です。 
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